
法

然

上

人

の

本

願

観

の

研

究

伏

見

誓

寛

凡
そ
本
願
と
い
う

の
は
因
位
の
誓
藤
、
或
は
宿
頼
と
も
訳
さ
れ

る
語

で
あ

つ
て
、
即
ち
仏
及
び
菩
薦
が
過
去
に
於
て
発
起
せ
る
誓

願
を

い
う
。
こ
れ
に
総
願
と
別
願
と
が
あ
る
。
総
願
と
は
菩
蘚
た

る
も

の
&

一
様
に
発
起
す
べ
き
弘
誓
で
あ
り
、普
通
四
弘
誓
願
が
こ

れ
で
あ
る
。
別
願
と
は
総
願

の
実
際
化
に
当
り
、

一
々
の
仏
が
化

益
す

べ
き
衆
生
に
適
す

る
具
体
的
条
件
を
願
望
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
、
そ
れ
は
釈
迦
の
五
百

の
大
願
、
弥
陛
の
四
十
八
願
、
薬
師

の

十
二
の
大
願
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
は
弥
降

の
四
十
八
願
の

見
方

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ

の
四
十
八
願
は
鐙
法
身
願
と
爆
浄
土
願
と
再
衆
生
頗
と
か
ら

な

つ
て
お
り
、
再
法
身
願
は
泳
十
二
、
十
三
、
十
七
の
三
願
が
こ

れ
で
あ
り
、
再
浄
土
願
と
は
津
三
十

一
、
亠
二
十
三
の
二
願
が
こ
れ

で
あ

り
、
再
衆
生
願
は
他

の
四
十
三
願
が
こ
れ
で
あ

る
。

新

羅
浄
土
教
家
、
即
ち
法
位
、
玄

一
、
憬
興
等

の
諸
師
は
津
十

八
、、
十
九
、
二
十
の
三
願
を
特
に
重
要
視

し
て
い
る
が
、
彼
ら
の

十
念
は
弥
勒
発
問
経
に
説
く
所

の
慈
等

の
十
念
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対

し
支
那
の
浄
土
伝

灯
鼻
彎

、
道
綽
、
善
導
等

の
列

姐
は
、
矛
十
八
願
を
特
に
重
要
視
し
て
い
る
。
善
導
は
称
名
念
仏

を
以
て
往
生

の
業
と
定
め
、
そ
の
理
由
に
乗
仏
願
、
託
仏
願
、
唯

由
本
願
力
等
と
云

つ
て
、
凡
入
報
土

の
実

を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
事
讃
に
、

「
弘
誓
多
門
四
十
八
偏
標
念

仏
最
為
親
」

と
云
い
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
弥
陀

の
本
願
力
の
強
大
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

日
本
に
於

い
て
宗
祖
以
前
に
は
、
智
光

.
良
源

。
源
信

.
静
照

・

永
観

。
珍
海
等
が
あ
る
が
、
永
観
等
に
な

る
と
次
矛
に
太
願
に
お

け
る
称
名
念
仏
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
い
ま
だ
宗
祖

の

様
な
強
烈
な
も
の
で
は
な
く
、
観
念

の
か
た
わ
ら
に
説

か
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
宗
祖

の
本
願
観
は
選
択
集
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
先
づ
三

部
経
釈
に
は
、

「
そ
の
四
十
八
願
と
い
ふ
は
、
法
蔵
比

巳
、
世
自
在
王
仏

の
御

ま
へ
に
し
て
菩
提
心
を
お
こ
し
て
、
浄

仏
圏
土
成
就
衆
生
の
願
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を
た
て
給
ふ
。
そ
の
四
十
八
願
に
あ

る
ひ
は
無
三
悪
趣
と
も
た

て
、
あ
る
ひ
は
不
更
悪
趣
と
も
と
き
、
あ
る
ひ

は
悉
皆

金
色
と
も

い
ふ
は
み
な
、
茅
十
八
の
願

の
た
め
な
り
」

と

云

つ
て
、
四
十
八
願
は
悉
く
矛
十
八
願
の
た
め
に
誓
わ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
若

し
布
施

.
持
戒
、
忍
辱

.

精
進

、
禅
定

。
般
若

.
菩
提
心

。
六
念

。
起
立
塔
像
な
ど
を
往
生
の

行
と

し
、
本
願
と
し
た
な
ら
ば
、
愚
鈍
下
智

の
者
、
貧
賤
者
破
戒

者

な
ど
は
往
生
の
望
を
断
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
者
で
も

往
生
坐
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
仏

の
御
名
を
称
う
れ
ば
必
ず

往
生
出
来
る
と
さ
れ
た
の
が
こ
の
本
願
で
あ
る
。

そ
の
本
願
を
選
択
さ
れ
た
理
由
は
、
選
択
集

に
八
重
選
択
を
挙

げ

て
い
る
。
無
量
寿
経

の
中

に
三
の
選
択
あ
り
。

一
に
選
択
太
願
、

二
に
選
択
讃
歎
、
三
に
選
択
留
教
な
り
。
観
経

に
三
の
選
択
あ

り
。

一
に
選
択
塲
取
、
二
に
選
択
化
讃
、
三
に
選
択
付
属
、
次

に
阿
弥

陀

経
に

一
の
選
択
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
選
択
証
誠
般
舟
三
昧
経
に

一

の
選
択
あ
り
、
所
謂
選
択
我
名
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て

弥
陀

。
釈
迦

。
諸
仏

の
選
択

で
あ

つ
て
、
決
し
て
人
間
が
選
択

し

た
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ち
を
更
に
徹
底

せ
し
め
ん
が

為
に
三
重
選
択
が
説

か
れ
て
い
る
。

一
に
捨
聖
帰
浄
、
二
に
捨
雑

帰
正
、
三
に
捨
助
帰
正
で
あ
る
◎

{選
択
集
矛
十
亠ハ
立皐
段
に
.、

「夫
款
速
雌
陸
死
ヒ

種
勝
法
中
且
擱
聖

道
門
選
入
二浄
土
門

一。
欲
レ

込
浄
土
門
一正
雑

二
行
中
且
遡
諸
雑
行
'選
応
」漏
韮
行
隔。
欲
蓚
砿
於
正

行
正
助
二
業
中
猶
傍
於
助
業
選
応
専
正
室
。
正
定
之
業
者
即
是

軅

屮

ノ

レ

瓢

淋
仏
名
b
赫
名
必
得
r生
、
依
乱仏
本
願
故
。
」

と
称
名
が
本
願
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
往
生
を
得
る
事
を
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
。
更

に
撰
択
集

に
は

「
四
十
八
願
之
中
既
以
捻

仏
往
生
之
癩
而
為
本
願
中
之
王
'也
」
と
云

い
、
矛
十
八
願
を
王
太

願
と
み
て
、
悉
く
そ

の
中
に
摂
せ
ら
れ

て
し
ま
う
と

み
る
の
で
あ

る
。
こ
の
事
は
無
量
寿
経
下
巻

の
願
成

就
の
文
、
即
ち
、

「
諸
有

衆
生
燗
其
名
ロ万
信
心
歓
喜

乃
至

一
念

至
心
廻
向
願
ド生
二彼
国
踟
得
㌦仕

生
住
不
退
転
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法

」
に
よ

つ
て
立
証

さ
れ
、
更
に

`
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1

1

浄

土
往
生
の
方
法
と
し
て
説
か
れ

て
い
る
三
輩
往
生

の
文
に
も
、

上
中
下
輩
と
も
悉
く

一
向
専
念
無
量
寿
仏
と
説
き
、
観
経
下
品
下

生
の
文
に
も
、

「
冷
声
丕
絶
具
穐
本

蒜

楠
無
阿
弥
陀
弘
跡
仏
名

故
於
念
々
中
除
八
十
億
刧
生
死
之
罪

」
と
あ
り
、
結
論

の
文
章
に

埼

}

二

,
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も
、

「汝
好
暮

講

芦
・藷

者
即
日露

無
量
寿
仏
名
辷
と
あ
り
、

又
阿
弥
陀
経
に
も

「激
持
名
口万
若

一
日
乃
至
七
日
」
と
あ
る
事
に

よ

つ
て
も
、
矛
十
八
願
の
王
本
願
な
る
事
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ

る
。こ

の
王
本
願
で
あ
る
念
仏
は
万
徳

の
帰
す

る
所

で
あ
る
。
弥
陀

一
仏

の
あ

ら
ゆ
る
四
智

二
二
身

.
十
力

・
四
無
畢
等
の

一
切

の
内

証

の
功
徳
と
、
相
好

・
光
明

。
説
法

。
利
生
等
の

一
切

の
外
用

の

功
徳
が
皆
悉
く
阿
弥
陀
仏

の
名
号

の
中
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。
即

ち
名
号
は
万
徳

の
所
帰
、
万
繼
普
益
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
法
然
は
善
導
の
観
経
疎

に
よ

つ
て
本
願
の
念
仏
に

漕

つ
た
の
で
あ
る
。
他

の
仏
の
本
願
を
見
る
と
、

い
か
な
る
人
、

時

、
処
に
平
等
に
行
ぜ
ら
れ
る
本
願
を
誓
わ
れ
た
も

の
は
見
ら
れ

な

い
の
で
あ

る
。
弥
陀

に
お
い
て
の
み
若
不
生
者
不
取
正
覚
と
生

因
本
願
を
誓
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
念
仏
往
生
要
義
抄
に
は
、

「阿

弥
陣
ほ
と
け
の
本
願
は
、
末
代
の
わ
れ
ら
か
た
め
に
お
こ
し
給

へ

る
願
な
れ
ば
、
利
益
い
ま

の
時
に
決
定
往
生
す
べ
き
也
」
と
云
わ

れ
て
い
る
様
に
、
善
導

.
法
然
は
こ
の
本
願
に
だ
け
、
極
悪

の
衆

生
が
そ
の
ま
ま
永
遠

の
大
生
命
に
完
全
に
生
か
さ
れ
得
る
為
の
易

行
易
修
の
念
仏
、
弥
陀
の
慈
悲

の
ふ
か

さ
、
即
ち
他
力

の
救
済
確

実
な
る
こ
と
を
、
見
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

法

然

上

人

に
於

け

る
戒

と
念

仏

の
研

究

松

谷

広

照

法
然
上
人
以
前
は
、
三
学
に
よ
る
解

脱
を
説
い
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
三
学
に
よ
る
解
脱
は
我

々
凡
夫

に
は
、
な
し
難
い
も
の
と

し
て
、
法
然
上
人
は
三
学
の
他
な
る
道

を
求
め
ら
れ
た
結
果
、
本

願
行
で
あ
り
、
勝
易
の
行
で
あ

る
念
仏

を
得
ら
れ
、
専
修
念
仏
を

提
唱
し
て
、
仏
教
実
践

の
根
本
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
戒
も
ま
た

本
願
行
で
な

い
が
故
に
捨

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
他

面
自
身
戒
を
遵
守
さ
れ
、
戒
を
授
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、

こ
瓦
に
問
題
が
起

つ
て
く
る
の
で
あ

る
。
私
は
こ
の
問
題
に

つ
い

て
、
雑
行
と
し
て
の
戒
、
助
業
と
し
て

の
戒
、
念
仏
信
心
確
立
の

戒
と
、
章
を
設
け
て
考
察

し
て
み
た
わ
け
で
あ

る
。

戒
は
仏
教
に
帰
依

し
た
者
は
、
皆

こ
と
ご
と
く
守
ら
な
け
れ
ば
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